
〔
駒
沢
女
子
大
学　

研
究
紀
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〇
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ｐ
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・
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一
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王
羲
之
『
十
七
帖
』
の
真
相
への
試
論
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本
稿
は
、『
十
七
帖
』
と
「
喪
乱
帖
」
の
相
違
の
理
由
を
、冒
頭
句
と
末
尾
句
の
切
り
取
り
に
よ
っ
て
、ほ
ん
ら
い
分
断
で
き
る
は
ず
の
な
い
も
の
を
再
構
成
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
指
摘
し
た
。
ま
た
「
喪
乱
帖
」
の
行
傾
斜
に
あ
わ
せ
て
「
児
女
帖
」
の
文
字
を
配
置
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
で
、『
十
七
帖
』
の
文
字

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
配
列
し
な
が
ら
、
現
状
の
『
十
七
帖
』
と
は
全
く
異
な
っ
た
印
象
と
な
り
文
字
に
動
勢
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
目
視
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
を
可
能

に
し
た
。

＊
駒
沢
女
子
大
学 

非
常
勤
講
師

目
次

０
、
前
言

１
、
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
つ
い
て

２
、
王
羲
之
の
生
涯
と
残
さ
れ
た
書

３
、
伏
見
冲
敬
氏
の
指
摘
と
王
羲
之
『
十
七
帖
』

４
、
王
羲
之
『
十
七
帖
』
を
肉
筆
と
し
て
再
現
す
る

５
、
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
書
か
れ
た
文
字

６
、
結
語

０
、
前
言

　

本
稿
で
は
、
中
国
書
法
史
上
に
お
い
て
書
聖
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
王
羲
之

の
書
例
の
う
ち
、
と
く
に
『
十
七
帖
』
に
つ
い
て
取
り
扱
う
。
王
羲
之
の
書
は
、
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現
在
の
研
究
成
果
か
ら
す
る
と
、
歴
代
の
各
王
朝
に
お
い
て
の
絶
対
的
と
言
っ
て

良
い
ほ
ど
の
重
宝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
真
跡
は
一
字
一
筆
も
存
在
し
な
い
。

今
日
伝
え
ら
れ
て
い
る
王
羲
之
の
書
は
、
す
べ
て
摸
本
・
臨
本
・
拓
本
に
よ
っ
て
、

そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
真
跡
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
伝
来
の
摸
本
・

臨
本
・
拓
本
の
信
頼
性
は
不
確
実
な
ま
ま
で
あ
り
、
真
蹟
ま
た
肉
筆
資
料
を
駆
使

し
て
近
代
の
書
学
研
究
に
画
期
的
な
業
績
を
残
し
、
み
ず
か
ら
も
書
家
と
し
て
活

躍
し
た
西
川
寧
博
士
は
、
き
わ
め
て
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
西
川
博
士

が
王
羲
之
の
書
と
し
て
、一
応
の
認
知
と
信
頼
を
置
い
て
い
る
の
は「
喪
乱
帖
」（
宮

内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵 

参
考
挿
図
１
）・「
孔
侍
中
帖
」（
前
田
育
徳
会
蔵 

参
考
挿

図
２
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
件
は
、
と
も
に
東
大
寺
正
倉
院
に
納
め
ら
れ
た
も

の
で
、
聖
武
天
皇
旧
蔵
品
で
あ
り
、
中
国
か
ら
の
将
来
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の

断
簡
と
い
う
の
が
研
究
者
の
一
致
す
る
認
識
で
あ
る
。

　
「
喪
乱
帖
」「
孔
侍
中
帖
」
は
、
一
見
す
る
と
真
跡
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
詳
細

な
研
究
に
よ
り
摸
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
中
国
に
も

見
な
い
ほ
ど
の
精
密
な
摸
本
で
、
き
わ
め
て
優
れ
た
摸
本
技
術
を
駆
使
し
て
写
し

取
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
中
国
、
南
朝
の
宋
・
斉
・
梁
・
陳
の
い
ず
れ
か
の

王
室
に
お
い
て
、
厳
密
に
模
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

王
羲
之
の
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
伝
来
書
例
の
う
ち
、
も
っ
と
も
類
例
の
多
い

の
が
草
書
の
書
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
で
い
う
尺
牘
つ
ま
り
書
簡
の
内
容
が
、

圧
倒
的
多
数
で
あ
る
。
尺
牘
は
個
人
に
あ
て
ら
れ
、
各
地
に
分
散
し
し
た
こ
と
か

ら
、
幾
多
の
戦
乱
な
ど
の
人
的
災
害
や
自
然
災
害
な
ど
を
く
ぐ
り
ぬ
け
伝
存
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、第
一
章
―
王
羲
之『
十
七
帖
』に
つ
い
て
―
に
お
い
て
、〝
書
中
の
龍
〟

と
よ
ば
れ
た
『
十
七
帖
』・『
十
七
帖
』
の
伝
来
の
記
録
・『
右
軍
書
記
』
に
記
録

さ
れ
た
『
十
七
帖
』
の
内
容
・
拓
本
に
な
っ
た
『
十
七
帖
』
を
テ
ー
マ
に
論
述
す
る
。

つ
ぎ
に
第
二
章
―
王
羲
之
の
生
涯
と
残
さ
れ
た
書
―
に
お
い
て
、王
羲
之
の
生
涯
・

残
さ
れ
た
王
羲
之
の
書
と
年
代
・『
十
七
帖
』
の
書
写
年
代
点
検
を
テ
ー
マ
に
論

述
す
る
。
さ
ら
に
第
三
章
―
伏
見
冲
敬
氏
の
指
摘
と
王
羲
之
『
十
七
帖
』
―
に
お

い
て
、
伏
見
冲
敬
氏
の
指
摘
・「
喪
乱
帖
」
な
ど
に
み
る
伏
見
氏
の
指
摘
・『
十
七

帖
』
に
あ
る
二
十
三
種
を
点
検
す
る
・『
十
七
帖
』
と
「
喪
乱
帖
」
の
相
違
を
テ
ー

マ
に
論
述
す
る
。
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
第
四
章
―
王
羲
之
『
十
七
帖
』
を
肉

筆
と
し
て
再
現
す
る
―
に
お
い
て
、「
喪
乱
帖
」
の
行
傾
斜
に
あ
わ
せ
て
「
児
女
帖
」

の
文
字
を
配
置
し
て
再
構
成
す
る
。
最
後
に
第
五
章
―
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
書

か
れ
た
文
字
―
に
お
い
て
、王
羲
之『
十
七
帖
』に
書
か
れ
た
文
字
・
王
羲
之『
十
七

帖
』
に
書
か
れ
た
見
慣
れ
な
い
草
書
体
・
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
み
る
草
書
体
の

源
流
を
テ
ー
マ
に
論
述
す
る
。

　

王
羲
之
『
十
七
帖
』
は
、
王
羲
之
の
草
書
例
の
代
表
と
し
て
研
究
書
や
解
説
書
、

ま
た
書
道
史
年
表
に
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
名
品
で
あ
る
。
し
か
し
王
羲
之

に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
「
喪
乱
帖
」「
孔
侍
中
帖
」
と
比
べ
て
も
、
そ
の
姿
は
ま
っ

た
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
解
明

を
試
み
た
も
の
は
な
い
。そ
こ
で
本
稿
で
は
改
め
て
王
羲
之
の
書
な
ら
び
に『
十
七

帖
』
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
筆
跡
の
持
つ
真
相
の
解
明
を
試
み
、
あ
ら
た
め
て

王
羲
之
『
十
七
帖
』
と
「
喪
乱
帖
」（
本
稿
で
は
、
研
究
紀
要
の
原
稿
字
数
規
定
の

都
合
に
よ
り
「
孔
侍
中
帖
」
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
）
に
焦
点
を
あ
て
て
、

そ
の
関
係
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
初
出
は
、
筆
者
（
遠
藤
）
が
書
道
研
究
玄
筆
会
（
埼
玉
県
川
越
市
新
宿
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町
）
発
行
の
『
玄
筆
』
誌
に
連
載
し
た
「
書
美
探
訪
」
第
八
十
五
回
（
第
一
九
三

号　

２
０
１
２
）
か
ら
第
八
十
八
回
（
第
一
九
六
号　

２
０
１
２
）
ま
で
〝
王
羲

之
『
十
七
帖
』〟
と
題
し
て
執
筆
し
た
小
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
筆
・
修
正
を
加

え
て
、
新
た
に
書
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
、
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
つ
い
て

　

―
〝
書
中
の
龍
〟
と
よ
ば
れ
た
『
十
七
帖
』
―　

歴
代
の
書
の
名
人
の
な
か
で

も
書
聖
と
し
て
知
ら
れ
る
王
羲
之
（
３
０
３
―
３
６
１
）
が
書
い
た
草
書
で
、も
っ

と
も
有
名
な
も
の
は
、
こ
の
『
十
七
帖
』（
図
１
・
図
２
）
で
あ
ろ
う
。『
十
七
帖
』

は
、
そ
の
書
の
す
ば
ら
し
さ
か
ら
〝
書
中
の
龍
〟
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
（
黄
伯
思

『
東
観
余
論
』
跋
所
書
十
七
帖
後
）。

　
『
十
七
帖
』
は
よ
く
知
ら
れ
た
法
帖
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
二
十
九
種
の

尺
牘
（
書
簡
の
こ
と
）
の
文
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
名
称
が
つ

け
ら
れ
て
い
て
、
冒
頭
の
第
一
帖
は
「
郗ち

司し

馬ば

帖じ
ょ
う」（「

十
七
日
帖
」「
郗
司
帖
」
と

も
い
う
）
と
い
い
、
そ
の
文
章
の
書
き
出
し
に
十
七
日
先
書

4

4

4

4

4

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
総
称
と
し
て
『
十
七
帖
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

―
『
十
七
帖
』
の
伝
来
の
記
録
―　
『
十
七
帖
』
の
内
容
を
、
詳
細
に
記
録
し

た
文
献
に
張
彦
遠
（
８
１
５
頃
―
８
７
７
頃
）
の
『
右
軍
書
記
』（
王
献
之
の
書
跡

目
録
で
あ
る
『
大
令
書
記
』
と
あ
わ
せ
て
『
二
王
書
録
』
と
い
う
）
が
あ
る
。

　

ま
た
、
唐
太
宗
の
王
羲
之
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
整
理
分
類
を
担
当
し
た
褚
遂
良

（
５
９
６
―
６
５
８
）
に
も
、『
右
軍
書
目
』（『
王
羲
之
書
目
』
と
も
い
う
）
が
あ
る
。

『
右
軍
書
目
』
は
、
楷
書
と
行
書
の
二
六
七
帖
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
き
出

し
の
一
句
ま
た
は
二
句
と
行
数
を
記
録
し
て
い
る
。
た
だ
草
書
に
つ
い
て
は
記
事

が
な
い
こ
と
か
ら
、
の
ち
に
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
右
軍
書
目
』
に
た
い
し
て
『
右
軍
書
記
』
は
、
四
六
五
帖
の
書
跡
の
全

文
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
や
、『
右
軍
書
目
』
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
王
羲
之

の
草
書
の
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
に
お
け
る
伝
来
の
王
羲
之
書
跡
の
内
容

を
知
る
う
え
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

褚
遂
良
は
書
家
と
し
て
大
家
に
挙
げ
ら
れ
る
名
人
で
あ
る
が
、
張
彦
遠
も
『
法

書
要
録
』
や
『
歴
代
名
画
記
』
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
今
日
で
も
中
国
書
画

研
究
の
典
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
献
で
、
そ
の
業
績
は
た
か
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　

―
『
右
軍
書
記
』
に
記
録
さ
れ
た
『
十
七
帖
』
の
内
容
―　
『
右
軍
書
記
』
の

冒
頭
に
、『
十
七
帖
』
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
右
軍
書
記
』
で
は
、『
十
七
帖
』

に
つ
い
て
だ
け
二
十
三
種
に
つ
い
て
の
書
跡
の
文
章
を
引
用
す
る
ま
え
に
、
と
く

に
そ
の
形
状
の
詳
細
を
述
べ
て
い
る
。

　

…
…
十
七
帖
長
一
丈
二
尺
、
即
貞
観
中
内
本
也
。
一
百
七
行
、
九
百
四
十
二
字
。

是
烜
赫
名
帖
也
…
…
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
子
に
装
潢
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
貞
観

年
間
（
６
２
７
―
６
４
９
）
に
宮
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
筆
者
で
あ
る
張
彦
遠
自
身
が
〝
烜
赫
名
帖
〟
と
絶
賛
し
て
、
四
六
五
帖
を

載
せ
る
『
右
軍
書
記
』
の
冒
頭
を
飾
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
名
帖
で
あ
る
こ
と
を
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
意
識
し
て
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
承
知
し
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
載
せ
る
名
品
の
数
々
は
、
拓
本
で
は
な
く
真
跡

か
搨
摸
本
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
搨
摸
本
と
は
、
今
日
で
い
う
摸
写
本
の
こ
と
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で
あ
る
が
、
宮
中
に
お
い
て
専
門
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
真
蹟
と
見
比

べ
て
も
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
精
巧
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

―
拓
本
に
な
っ
た
『
十
七
帖
』
―　
『
右
軍
書
記
』
が
記
述
す
る
『
十
七
帖
』

は
二
十
三
種
を
収
録
す
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
み
る
『
十
七
帖
』
は
、
拓
本
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。
最
多
を
載
せ
る
〝
館
本
〟
と
称
さ
れ
る
法
帖
は
二
十
九
種
が

あ
り
、
伝
来
の
途
中
で
六
種
が
増
補
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

館
本
は
、
帖
の
末
尾
に
勅4

の
行
書
大
字
が
皇
帝
の
認
証
と
し
て
署
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
〝
勅
字
本
（
図
３
）〟
と
も
よ
ば
れ
る
。
太
宗
御
筆
と
考
え
ら
れ
て
い

る
勅
字
の
下
辺
に
は
、
…
…
付
直
弘
文
館
。
臣
解
无
畏
勒
充
館
本
。
臣
褚
遂
良
校

無
失
…
…
と
楷
書
に
よ
る
添
え
書
き
が
あ
る
。
宮
中
学
問
所
で
あ
る
弘
文
館
に
お

い
て
、
解か
い

无む

畏い

（
玄
宗
の
こ
ろ
の
人　

７
１
２
頃
―
７
５
６
頃
に
活
躍
し
た
）
が

館
本
（
宮
中
蔵
本
）
を
も
っ
て
刻
石
し
、
褚
遂
良
が
校
閲
し
て
誤
り
が
な
い
こ
と

を
認
め
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
文
に
登
場
す
る
解
无
畏
と
褚
遂
良
の
活
躍
時
期
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、

勅4

字
が
玄
宗
『
鶺
鴒
頌
』
に
あ
る
勅
字
（
図
４
）
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
あ
わ

せ
る
と
、
太
宗
・
褚
遂
良
・
玄
宗
・
解
无
畏
の
生
没
時
期
が
と
も
に
重
な
る
こ
と

が
な
い
こ
と
か
ら
、
か
え
っ
て
押
書
の
存
在
に
疑
問
が
残
る
。

　

わ
が
国
に
あ
っ
て
有
名
な
も
の
は
、
三
井
記
念
美
術
館
所
蔵
の
三
井
本
『
十
七

帖
』（
図
１
）
と
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の
上う
え

野の

本ぼ
ん

『
十
七
帖
』（
図
２
）
で
、
い
ず

れ
も
館
本
の
系
統
の
拓
本
冊
で
あ
る
。

２
、
王
羲
之
の
生
涯
と
残
さ
れ
た
書

　

―
王
羲
之
の
生
涯
―　

王
羲
之
は
、
永
嘉
元
年
（
３
０
７
）
魏
晋
南
北
朝
時
代

を
代
表
す
る
門
閥
貴
族
で
あ
る
琅
邪
（
い
ま
の
山
東
省
膠
南
県
）
の
王
氏
の
家
に

生
ま
れ
た
。
東
晋
建
国
の
元
勲
で
あ
っ
た
同
族
の
王お
う

導ど
う

や
王お
う

敦と
ん

か
ら
、
一
族
の
将

来
を
嘱
望
さ
れ
る
若
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
東
晋
の
皇
帝
の
元げ
ん

帝て
い

に
つ
か
え
軍

人
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
郗ち

鑒か
ん

の
女
婿
と
な
り
、
ま
た
征
西
将
軍
の
庾ゆ

亮り
ょ
うの

幕
僚

に
就
任
し
、
そ
の
人
物
と
識
見
を
称
え
ら
れ
た
。
友
人
で
あ
っ
た
揚
州
刺
史
の
殷い
ん

浩こ
う

に
よ
る
懇
願
に
よ
り
護
軍
将
軍
に
就
任
す
る
も
の
の
、
ほ
ど
な
く
し
て
地
方
転

出
を
願
い
で
て
、
永
和
七
年
（
３
５
１
）
右
軍
将
軍
を
兼
任
し
て
会
稽
内
史
（
会

稽
郡
の
長
官
、
い
ま
の
浙
江
省
紹
興
市
）
と
な
っ
た
。

　

永
和
十
年
（
３
５
４
）
王
羲
之
と
不
仲
で
あ
っ
た
王
述
が
、
会
稽
内
史
を
配
下

と
す
る
揚
州
刺
史
に
就
任
す
る
。
王
述
は
会
稽
郡
に
さ
ま
ざ
ま
な
圧
力
を
か
け
て

き
た
こ
と
か
ら
、
翌
年
、
病
気
を
理
由
に
辞
職
す
る
。
会
稽
に
移
り
住
ん
で
か
ら

の
王
羲
之
は
、
政
治
を
は
な
れ
て
い
た
謝
安
・
孫そ
ん

綽し
ゃ
く・

許
詢
な
ど
の
名
士
た
ち
と

蘭
亭
で
の
雅
会
を
催
し
、
ま
た
会
稽
の
風
光
明
媚
な
山
水
を
巡
り
親
し
ん
だ
。
道

教
の
一
派
で
あ
る
五
斗
米
道
を
信
奉
し
て
、
無
為
自
然
を
旨
と
し
た
生
活
を
お
く

り
、
興
寧
三
年
（
３
６
５
）
五
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

な
お
、
王
羲
之
の
生
没
に
は
異
説
が
あ
り
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
判
っ
て
い

な
い
。
こ
こ
で
は
魯ろ

一い
つ

同ど
う

（
清
の
人
）
の
説
に
従
い
た
。
以
下
の
文
章
も
、
こ
れ

に
従
っ
て
述
べ
て
い
る
。

　

―
残
さ
れ
た
王
羲
之
の
書
と
年
代
―　

年
代
の
判
明
し
て
い
る
王
羲
之
の
書
と

伝
え
ら
れ
も
の
は
、以
下
の
四
件
で
あ
る
。『
楽
毅
論
』
は
、永
和
四
年
（
３
４
８
）
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王
羲
之
四
十
一
歳
の
も
の
で
、
書
写
年
代
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
最
初
の
書
例
で

あ
る
。『
蘭
亭
序
』
は
、
永
和
九
年
（
３
５
３
）
四
十
七
歳
。
会
稽
に
赴
任
し
て

二
年
目
に
あ
た
り
、
蘭
亭
脩
禊
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
文
中
の

…
…
此
地
有
崇
山
峻
領
茂
林
脩
竹
。
又
有
清
流
激
湍
映
帯
左
右
…
…
は
、
そ
の
景

勝
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。『
黄
庭
経
』
は
、
永
和
十
二
年
（
３
５
６
）
五
十
歳
。

官
職
を
辞
任
し
た
翌
年
の
も
の
で
、
老
子
の
養
生
訓
で
あ
る
。
老
子
は
、
王
羲
之

が
晩
年
に
信
奉
し
た
道
教
の
中
心
と
な
る
思
想
家
で
あ
る
。『
東
方
朔
画
賛
』
は
、

永
和
十
二
年（
３
５
６
）五
十
歳
。
漢
の
武
帝
に
仕
え
た
東と
う

方ほ
う

朔さ
く

の
画
像
賛
で
あ
る
。

　

―
『
十
七
帖
』
の
書
写
年
代
―　
『
十
七
帖
』
に
あ
る
二
十
九
種
の
尺
牘
の
う
ち
、

内
容
か
ら
書
写
年
代
を
推
定
で
き
る
の
は
、以
下
の
三
通
で
あ
る
。宛
先
は
、蜀（
い

ま
の
四
川
省
）
に
住
ん
で
い
た
周
撫
と
さ
れ
る
。
周
撫
は
、
は
じ
め
王
導
や
王
敦

の
部
下
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
羲
之
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。建
元
元
年（
３
４
３
）益
州
刺
史
と
な
り
、亡
く
な
る
興
寧
三
年（
３
６
５
）

ま
で
の
二
十
三
年
間
を
蜀
に
在
任
し
て
い
た
。
な
お
興
寧
三
年
は
、
王
羲
之
と
同

じ
没
年
で
あ
る
。

　
『
十
七
帖
』
に
あ
る
「
七
十
帖
（
第
十
一
帖
）」（
図
５
）
で
は
、
周
撫
が
七
十
歳

に
な
る
こ
と
を
賀
し
、
王
羲
之
自
身
が
ま
も
な
く
六
十
歳
に
な
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
最
晩
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
周
撫
は
、
王
羲
之
よ
り
九
歳
年
長

に
な
る
。

　
「
積
雪
凝
寒
帖
（
第
五
帖
）」（
図
６
）
で
は
、
最
後
に
面
会
し
て
か
ら
二
十
六
年

が
過
ぎ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
か
り
に
二
人
の
没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、

最
後
の
面
会
は
、
王
羲
之
三
十
三
歳
、
周
撫
四
十
二
歳
の
頃
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
。
二
人
の
面
識
は
、
周
撫
が
蜀
に
赴
任
す
る
建
元
元
年
以
前
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
、
最
後
の
面
会
を
咸
康
五
年
（
３
３
９
）
の
頃
と
推
定
し
て
問
題
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
こ
れ
も
最
晩
年
あ
た
り
の
も
の
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
児
女
帖
（
第
十
九
帖
）」（
図
７
）
で
は
、
自
分
（
王
羲
之
）
に
は
子
供
が
七
男

一
女
で
、
孫
が
十
六
人
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
末
子
で
あ
る
七
男
の
王
献
之

が
生
ま
れ
た
の
が
建
元
二
年
（
３
４
４
）
で
、
王
羲
之
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は

二
十
二
歳
の
青
年
で
あ
っ
た
。
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
王
羲
之
晩
年
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
三
通
に
は
具
体
的
な
年
号
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
王
羲
之
の
晩
年
か
ら

没
年
ま
で
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
十
七
帖
』
全
体
を
と
お

し
て
書
風
も
お
お
む
ね
相
違
は
な
い
こ
と
か
ら
、
二
十
九
種
は
王
羲
之
の
晩
年
か

ら
没
年
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

３
、
伏
見
冲
敬
氏
の
指
摘
と
王
羲
之
『
十
七
帖
』

　

―
伏
見
冲
敬
氏
の
指
摘
―　

伏
見
冲
敬
（
１
９
１
７
―
２
０
０
２
）
氏
は
、
そ

の
著
『
書
道
史
点
描
』（
二
玄
社
）
の
王
羲
之
の
頁
に
お
い
て
『
十
七
帖
』
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
論
旨
の
な
か
で
、
手
紙
を
あ
つ
め
た
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
手
紙
の
書
式
に
あ
る
べ
き
冒
頭
句
と
末
尾
句
が
切
り
取
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

れ
て
い
る

0

0

0

0

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
王
羲
之
の
手
紙
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
冒
頭
と
末

尾
に
〝
王
羲
之
頓
首
〟
は
必
ず
あ
る
は
ず

0

0

0

0

0

0

で
あ
る

0

0

0

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

―
「
喪
乱
帖
」
な
ど
に
み
る
伏
見
氏
の
指
摘
―　

王
羲
之
の
書
と
し
て
も
っ
と
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も
信
頼
の
お
け
る
摸
書
と
さ
れ
る「
喪
乱
帖
」（
図
８　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）

を
見
て
み
よ
う
。
た
し
か
に
冒
頭
は
〝
羲
之
頓
首
〟
で
は
じ
ま
り
、
末
尾
は
〝
羲

之
頓
首
頓
首
〟
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
初
月
帖
」（
遼
寧
省
博
物
館
蔵
）
も
冒
頭

に
〝
初
月
十
二
日
。
山
陰
羲
之
報
〟
と
あ
り
、
末
尾
も
〝
羲
之
報
〟
と
な
っ
て
い

る
。
ほ
か
に
「
何
如
帖
」（『
宝
晋
斎
帖
』
所
収
）
も
冒
頭
に
〝
羲
之
白も
う
す〟
と
あ
り
、

末
尾
も
〝
羲
之
白
〟
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
冒
頭
句
と
末
尾
句
は
一
致

し
て
い
る
の
が
、
当
時
の
書
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

―
『
十
七
帖
』
に
あ
る
二
十
三
種
を
点
検
す
る
―　

伏
見
氏
の
指
摘
を
『
十
七

帖
』
に
あ
る
二
十
三
種
の
す
べ
て
に
調
べ
て
み
る
と
、
さ
き
ほ
ど
の
羲
之
頓
首
・

羲
之
報
・
羲
之
白
な
ど
が
一
切
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
冒
頭
句
と
末
尾
句

は
切
り
捨
て
て
、
本
文
だ
け
を
写
し
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
十
七
帖
』
の
文
章

を
最
初
に
記
録
し
た
『
右
軍
書
記
』
も
、
い
ま
み
る
『
十
七
帖
』
の
文
章
と
同
様

で
、冒
頭
句
と
末
尾
句
の
記
録
は
な
い
。『
右
軍
書
記
』を
著
し
た
張
彦
遠（
８
１
５

頃
―
８
７
７
頃
）
は
唐
末
に
活
躍
し
た
人
で
あ
る
が
、
す
で
に
こ
の
頃
に
は
現
在

の
『
十
七
帖
』
と
同
じ
姿
を
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

―
『
十
七
帖
』
と
「
喪
乱
帖
」
の
相
違
―　
「
喪
乱
帖
」
が
摸
書
に
よ
る
写
し

も
の
で
あ
り
肉
筆
の
よ
う
な
生
動
は
み
ら
れ
ず
、
ま
た
紙
面
の
行
間
が
一
定
せ
ず
、

文
字
の
配
列
も
左
右
に
ズ
レ
る
と
い
っ
た
箇
所
が
あ
っ
て
も
、
筆
の
動
き
や
紙
面

に
み
な
ぎ
る
書
の
風
韻
を
つ
よ
く
感
じ
ら
れ
も
の
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て『
十
七

帖
』
は
、
一
文
字
が
独
立
し
た
よ
う
に
な
っ
て
均
等
に
配
置
さ
れ
て
脈
絡
が
な
く
、

紙
面
が
平
板
に
感
じ
る
の
は
、
筆
者
（
遠
藤
）
だ
け
の
印
象
で
は
な
い
と
思
う
。

　

こ
の
「
喪
乱
帖
」
と
『
十
七
帖
』
の
相
違
は
、
伏
見
氏
が
指
摘
し
た
冒
頭
句
と

末
尾
句
の
切
り
取
り
に
よ
っ
て
、
一
行
の
文
字
配
列
や
文
字
の
大
小
な
ど
、
ほ
ん

ら
い
分
断
で
き
る
は
ず
の
な
い
も
の
を
再
構
成
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生

じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
篆
書
・
隷
書
・
楷
書
は
文
字
が
独
立
し
て
い
る
の
で
、

一
面
の
拓
本
か
ら
切
り
貼
り
し
て
ア
ル
バ
ム
（
碑
帖
）
に
仕
立
て
ら
れ
て
も
不
自

然
さ
を
感
じ
な
い
が
、
行
書
・
草
書
を
切
り
貼
り
し
て
、
ま
し
て
や
行
の
構
成
ま

で
変
え
て
し
ま
う
と
、
原
本
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
別
物
に
な
っ
て
し
ま

う
も
の
で
あ
る
。

４
、
王
羲
之
『
十
七
帖
』
を
肉
筆
と
し
て
再
現
す
る

　

―
「
喪
乱
帖
」
の
行
傾
斜
に
あ
わ
せ
て
「
児
女
帖
」
の
文
字
を
配
置
し
て
再
構

成
す
る
―　
「
喪
乱
帖
」
の
白
黒
を
反
転
（
図
９
）
さ
せ
冒
頭
句
と
末
尾
句
を
残
し
、

「
喪
乱
帖
」
の
行
傾
斜
を
も
と
に
「
児
女
帖
」（
図
１
０
）
の
文
字
位
置
を
変
え
ず

に
配
置
し
て
復
元
し
た
も
の
が
図
４
で
あ
る
。

　
「
喪
乱
帖
」
は
一
行
八
字
が
多
数
で
あ
る
の
で
、
八
字
分
を
目
安
に
「
児
女
帖
」

の
文
字
を
「
喪
乱
帖
」
の
文
字
サ
イ
ズ
に
あ
わ
せ
て
拡
大
し
配
置
し
た
。
図
４
の

一
行
目
下
の
吾
有
七
児

4

4

4

4

な
ど
は
も
う
少
し
字
間
や
位
置
を
調
整
す
れ
ば
自
然
に
な

る
で
あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
文
字
の
調
整
は
行
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
ひ
と
つ
調
整
し

た
の
は
、
行
の
傾
斜

0

0

0

0

だ
け
で
あ
る
。

　

図
１
０
の
「
児
女
帖
」
の
原
帖
と
比
べ
て
一
目
瞭
然
、
図
１
１
は
「
喪
乱
帖
」

と
比
べ
て
も
引
け
を
と
ら
な
い
ほ
ど
に
紙
面
の
文
字
に
勢
い
が
生
ま
れ
、
図
１
０

の
原
帖
と
は
ま
っ
た
く
別
物
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
「
児
女
帖
」
の
原
帖
の
書
き
出
し
が
ほ
ん
と
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う
に
〝
羲
之
頓
首
〟
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
、
ま
っ
た
く
の
筆
者
（
遠
藤
）

の
思
い
つ
き
な
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
に
も
自
然
に
再
構
成
で
き
た
こ
と
に
自
分

で
も
驚
い
た
。
ま
だ
一
例
を
試
し
た
だ
け
で
あ
る
の
で
断
定
に
は
到
ら
な
い
が
、

今
回
の
再
構
成
の
作
業
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、『
十
七
帖
』
は
原
帖
の
行
の
傾
斜

を
垂
直
に
直
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
可
能
性
が
出
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。

５
、
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
書
か
れ
た
文
字

　

―
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
書
か
れ
た
文
字
―　

王
羲
之
『
十
七
帖
』
を
臨
書
し

て
い
く
と
、
こ
の
字
は
何
だ
ろ
う
か
と
い
う
も
の
が
出
て
く
る
。
ど
う
も
知
ら
な

い
草
書
体
だ
な
と
、
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
王
羲
之
の
草
書
は
、
い
っ
た

い
ど
こ
に
由
来
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
に
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て

行
く
こ
と
に
す
る
。

　

―
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
書
か
れ
た
見
慣
れ
な
い
草
書
体
―　
『
十
七
帖
』
の

冒
頭
か
ら
、
気
に
な
る
文
字
を
選
び
出
し
て
み
よ
う
。
日
（2.1　

数
字
は
二
玄

社『
中
国
法
書
選
』１
４
の
２
頁
１
行
目
の
こ
と
、以
下
同
じ
）・
慰（2.1

）・
懐（3.2
）・

復
（3.3

）・
等
（4.2

）・
謝
（4.2

）・
端
（5.2

）・
闊
（6.2

）・
冀
（7.2

）・
愛
（8.3
）・

至
（9.1

）・
既
（11.2

）・
慶
（14.2

）・
得
（15.1

）・
幸
（15.1

）・
欲
（15.2

）・

常
（15.3

）・
段
（16.2

）・
備
（19.1

）・
悉
（19.1

）・
益
（19.2

）・
真
（20.1

）・

盛
（21.2

）・
異
（22.2

）・
武
（23.1

）・
憂
（24.1

）・
慮
（24.1

）・
使
（25.1

）・

尋
（26.1

）・
差
（27.3

）・
畢
（29.1

）・
副
（30.3

）・
甚
（32.2

）・
数
（33.2

）・

修
（33.2

）・
載
（33.3

）・
尽
（34.2

）・
顕
（35.2

）・
歳
（43.1

）・
乏
（43.2

）・

形
（43.3

）
な
ど
が
あ
る
。

　

日4

（
図
１
２
）、
縦
画
を
ひ
い
て
又4

を
か
く
よ
う
に
す
る
や
り
か
た
は
、
王
羲

之
の
書
で
も
『
十
七
帖
』
だ
け
に
あ
る
も
の
で
、
ほ
か
に
例
を
み
な
い
。
ま
た
、

王
羲
之
の
草
書
を
習
っ
た
と
さ
れ
る
孫
過
庭
『
書
譜
』
や
、
王
羲
之
の
臨
書
を
徹

底
し
て
真
を
乱
し
た
と
さ
れ
る
米
芾
（
北
宋
の
人
）、
ま
た
王
羲
之
の
臨
書
を
生

涯
の
日
課
と
し
た
王
鐸
（
明
末
清
初
の
人
）
な
ど
も
書
い
て
い
な
い
の
で
、
特
殊

な
も
の
で
あ
る
。

　

端4

（
図
１
３
）
は
、
字
姿
の
さ
い
ご
の
而4

の
と
こ
ろ
が
変
化
し
て
い
る
が
、『
史

晨
碑
』（
１
６
９
）
な
ど
に
み
る
隷
書
体
に
よ
る
も
の
で
、
文
字
の
構
造
が
共
通
し

て
い
る
。

　

冀4

（
図
１
４
）
は
、
字
姿
の
書
き
出
し
の
北4

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。『
北

海
相
景
君
銘
』（
１
４
３
）『
鮮
于
璜
碑
』（
１
６
５
）
な
ど
に
み
る
隷
書
体
に
よ
る

も
の
で
、
北4

を
ハ4

の
よ
う
に
す
る
文
字
の
構
造
が
共
通
し
て
い
る
。

　

悉4

（
図
１
５
）、『
曹
全
碑
』（
１
６
５
）
な
ど
に
み
る
隷
書
体
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
字
姿
の
書
き
出
し
を
米4

に
す
る
文
字
の
構
造
が
共
通
し
て
い
る
。
王
羲
之
以

後
の
書
例
も
、
字
姿
の
書
き
出
し
を
米4

に
す
る
文
字
の
構
造
は
共
通
で
、
活
字
体

だ
け
が
釆4

に
し
て
い
る
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

　

形4

（
図
１
６
）
は
、草
書
の
字
姿
の
最
終
画
を
フ4

の
よ
う
に
し
て
い
る
が
、『
十
七

帖
』
だ
け
に
あ
る
も
の
で
、
王
羲
之
の
末
裔
で
あ
る
智
永
の
『
千
字
文
』
や
『
書

譜
』
な
ど
も
書
い
て
い
な
い
。
た
だ
康こ
う

里り

巎き

巎き

（
元
の
人
）
に
は
書
例
が
あ
っ
て
、

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
朝
は
外
来
民
族
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
族
が
中
国
を
支
配
し

た
王
朝
で
、
中
国
文
化
は
否
定
さ
れ
中
国
民
族
に
と
っ
て
鬱
屈
し
た
時
代
で
あ
っ

た
。
書
は
、
趙
孟
頫
が
王
羲
之
へ
の
復
古
を
厳
守
し
て
元
朝
一
代
を
代
表
す
る
が
、

―　　―49

遠藤昌弘2014_2.indd   49 2014/02/05   10:53:20



康
里
巙
巙
も
そ
う
し
た
王
羲
之
へ
の
復
古
を
継
承
し
た
人
物
で
、『
十
七
帖
』
も

と
う
ぜ
ん
手
習
い
し
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
愛
・
慶
・
幸
・
常
・
真
・
武
・
憂
・
慮
・
甚
（
図
１
７
）
な
ど
は
、

篆
書
体
や
隷
書
体
な
ど
と
比
べ
て
み
て
も
構
造
的
な
関
係
は
な
さ
そ
う
で
、
ど
う

し
て
こ
う
い
う
草
書
体
に
な
っ
た
の
か
、
ま
っ
た
く
想
像
が
つ
か
な
い
も
の
で
あ

る
。

　

―
王
羲
之
『
十
七
帖
』
に
み
る
草
書
体
の
源
流
―　

さ
き
に
挙
げ
た
四
十
一
字

す
べ
て
を
調
べ
て
み
た
が
、
草
書
体
の
源
流
が
分
か
っ
た
の
は
わ
ず
か
に
端
・
冀
・

悉
の
三
字
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
日4

や
形4

は
後
世
へ
の
継
承
が
な
く
、
王
羲
之
の

『
十
七
帖
』
だ
け
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
残
っ
た
三
十
六
字
は
、

そ
の
ま
ま
後
世
へ
継
承
さ
れ
て
草
書
体
の
典
型
と
さ
れ
た
。
草
書
体
は
、
王
羲
之

一
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
疑
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
後

世
へ
の
継
承
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
お
お
く
の
草
書
体
は
王
羲
之
に
は
じ
ま
る

0

0

0

0

0

0

0

0

と

し
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。

　

王
羲
之
は
書
の
名
人
と
し
て
書
美
を
極
め
た
人
物
で
あ
っ
た
、そ
の
格
調
は〝
晋

韻
〟
と
称
さ
れ
て
最
高
の
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
く
わ
え
て
草
書
に

お
い
て
は
書
体
の
完
成
者
と
し
て
出
発
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
も
、
王
羲
之
を
と

ら
え
る
う
え
で
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

５
、
結
語

　

本
稿
に
お
け
る
研
究
成
果
は
、
以
下
の
二
点
が
あ
る
。
第
一
点
は
、
第
三
章
―

伏
見
冲
敬
氏
の
指
摘
と
王
羲
之『
十
七
帖
』―
の
結
論
に
お
い
て
、『
十
七
帖
』と「
喪

乱
帖
」
の
相
違
の
理
由
を
、
冒
頭
句
と
末
尾
句
の
切
り
取
り
に
よ
っ
て
、
一
行
の

文
字
配
列
や
文
字
の
大
小
な
ど
、
ほ
ん
ら
い
分
断
で
き
る
は
ず
の
な
い
も
の
を
再

構
成
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
、
と
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
に
お
い
て
「
喪
乱
帖
」
と
『
十
七
帖
』
の
相
違
を
指
摘
し
、
そ
の
理

由
を
明
確
に
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

第
二
点
は
、
第
一
点
の
指
摘
か
ら
得
た
結
論
を
王
羲
之
の
書
例
を
挙
げ
て
敷
衍

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
四
章
―
王
羲
之
『
十
七
帖
』
を
肉
筆
と
し
て
再
現
す
る

―
に
お
い
て
、「
喪
乱
帖
」
の
行
傾
斜
に
あ
わ
せ
て
「
児
女
帖
」
の
文
字
を
配
置

し
て
再
構
成
す
る
こ
と
で
、『
十
七
帖
』
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
配
列
し
な

が
ら
、
現
状
の
『
十
七
帖
』
と
は
全
く
異
な
っ
た
印
象
と
な
り
文
字
に
動
勢
が
生

ま
れ
た
こ
と
を
目
視
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
こ

れ
も
従
来
の
研
究
に
お
い
て
「
喪
乱
帖
」
と
『
十
七
帖
』
の
行
傾
斜
を
指
摘
す
る

も
の
は
な
く
、
ま
た
実
際
に
法
帖
を
書
写
の
時
点
に
復
元
し
た
の
は
、
本
稿
に
お

い
て
初
め
て
論
じ
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
の
研
究
が
、
現
状
の
『
十
七
帖
』
を
そ
の
ま
ま
テ
キ
ス
ト
と
し
て
無
批
判

に
尊
重
し
、
法
帖
は
作
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
制
作
の
過
程
へ
の
視
点
が
見
落
と
さ
れ
た

ま
ま
進
め
ら
れ
、
書
か
れ
た
原
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
は
及
ば
な
か
っ
た
。

本
稿
が
、
こ
の
点
を
検
討
で
き
た
の
は
、
伏
見
冲
敬
氏
『
書
道
史
点
描
』
の
王
羲

之
の
頁
に
お
け
る
『
十
七
帖
』
に
つ
い
て
の
言
及
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
で
は
書0

か
れ
た
原
本
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
疑
問
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
た
も

の
で
あ
る
。
本
稿
が
成
立
し
た
の
は
伏
見
氏
の
指
摘
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
あ
ら

た
め
て
伏
見
氏
の
学
恩
に
感
謝
し
た
い
。

　

本
稿
で
は
、『
十
七
帖
』
の
う
ち
の
「
児
女
帖
」
の
一
例
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
。
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し
か
し
『
十
七
帖
』
に
は
全
部
で
二
十
三
帖
が
あ
り
、
残
さ
れ
た
二
十
二
帖
へ
の

検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
数
字
や
数
行
の
短
句
短
章
で
は
無
理
が
あ
ろ
う
が
、
あ

る
程
度
の
文
章
量
が
あ
れ
ば
、
復
元
す
る
こ
と
が
有
望
と
思
わ
れ
る
も
の
が
幾
つ

か
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
十
七
帖
』
以
外
に
も
伝
来
の
草
書
例
は
あ

り
、
こ
れ
も
検
討
の
範
疇
に
加
え
た
い
。
復
元
さ
れ
た
も
の
が
多
く
な
れ
ば
、
ま

た
別
な
角
度
や
新
し
い
視
点
か
ら
「
喪
乱
帖
」「
孔
侍
中
帖
」
へ
の
検
討
も
可
能
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

見
慣
れ
た
伝
来
の
法
帖
で
あ
っ
て
も
、
新
し
い
王
羲
之
書
法
へ
の
解
釈
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
本
稿
で
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
へ
の
な
に
よ
り
の
成

果
と
も
い
え
よ
う
。

（
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
四
日
稿
）

―
図
版
資
料
―

・『
故
宮
歴
代
法
書
全
集
』
２　

中
華
民
国
国
立
故
宮
博
物
院　

１
９
７
７

・『
角
川
書
道
字
典
』　

角
川
書
店　

１
９
７
７

・『
中
国
法
書
選
』
１
４　

二
玄
社　

１
９
８
８

―
参
考
文
献
―

・『
書
道
全
集
』
８　

平
凡
社　

１
９
５
７

・『
東
晋　

王
羲
之　

十
七
帖
二
種
』　

二
玄
社　

１
９
５
９

・『
書
道
全
集
』
４　

平
凡
社　

１
９
６
０

・『
書
道
藝
術
』
１　

中
央
公
論
社　

１
９
７
５

・『
書
道
史
点
描
』　

二
玄
社　

１
９
７
９

・『
中
国
書
道
事
典
』　

木
耳
社　

１
９
８
１

・『
法
書
要
録
』　

人
民
美
術
出
版
社　

１
９
８
４

・『
原
色
法
帖
選
』
６
解
説　

二
玄
社　

１
９
８
５

・『
中
国
法
書
選
』
ガ
イ
ド
１
４　

二
玄
社　

１
９
８
８
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図
２　

上
野
本
『
十
七
帖
』
冒
頭
部
分

図
１　

三
井
本
『
十
七
帖
』
冒
頭
部
分

図
４　

玄
宗
『
鶺
鴒
』
勅
字
部
分

図
３　

三
井
本
『
十
七
帖
』
勅
字
部
分
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図
５　

三
井
本
『
十
七
帖
』
の
う
ち
「
七
十
帖
」
（
第
十
一
帖
）

図
７　

同
『
十
七
帖
』
の
う
ち
「
児
女
帖
」
（
第
十
九
帖
）

図
６　

同
『
十
七
帖
』
の
う
ち
「
積
雪
凝
寒
帖
」
（
第
五
帖
）
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図
１
０　

三
井
本
『
十
七
帖
』
の
う
ち
「
児
女
帖
」
（
第
十
九
帖
）

図
８　

『
喪
乱
帖
』
冒
頭
部
分

図
９　

『
喪
乱
帖
』
白
黒
反
転

図
１
１
『
喪
乱
帖
』
の
行
傾
斜
に
「
児
女
帖
」
の
文
字
配
置
に
よ
る
再
構
成

図
９
は
、『
喪
乱
帖
』
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
複
写
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
処
理
ソ
フ
ト
で
白
黒

反
転
さ
せ
た
も
の
。
図
１
１
は
、
図
９
と
図
１
０
を
画
像
処
理
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
合
成
処
理

し
た
も
の
。
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図
１
２　

日

図
１
３　

端　

図
１
４　

冀 

図
１
５　

悉

『十七帖』

『十七帖』 『十七帖』

『十七帖』

『史晨碑』

活字体 智永『千字文』 米芾

『曹全碑』 『北海相景君銘』

『鮮于璜碑』 孫過庭『書譜』

常

真

武

愛

慶

康里巙巙幸

憂

慮

甚

図
１
６　

形

図
１
７　
『
十
七
帖
』
に
あ
る
草
書
体

智永『千字文』

『十七帖』
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参考挿図１　「喪乱帖」

参考挿図２　「孔侍中帖」

―　　―56

遠藤昌弘2014_2.indd   56 2014/02/05   10:53:26


